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  本校児童会生徒会は、｢さやまっ子の誓い｣を 

 

承認します ・ 承認しません。 

 

本校のいじめ防止に関する実践 

 
〇「いじめアンケート」の活用 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「いじめゼロ宣言」の採択 

 

 

 

 

 

 

 

別添様式 

本校では、「いじめ防止基本方針」に則り、いじ

め防止に向けた取り組みを行っている。いじめ対

策委員会を中心に、いじめの未然防止、早期発見、

早期対応、重大事態への対処と、それぞれの状況

に応じた適切な対処ができるようにしている。 

その取り組みの一つとして、年間を通していじ

めアンケートと学校生活アンケートを３回、全校

生徒を対象に行っている。アンケート内容はなる

べく短時間で記入できるように質問を精選し「は

い・いいえ」の二者択一で答えられるようにして

いる。アンケートを実施し、いじめに関わる内容

を知っていると回答した生徒には迅速に聞き取り

を行う。その内容に応じて、いじめの未然の防止

や、いじめが行われていた場合はその解消に向け

て指導をする。アンケート結果と指導については

生徒指導部でまとめ、全職員に周知している。 

 

 いじめを学校からなくしたいという生徒の願い

を、「いじめゼロ宣言」という具体的な宣言をまと

め、平成 27 年度の臨時生徒総会で全校生徒に提

案し、承認多数により採択された。このことによ

り、いじめを学校から無くしていこうという取り

組みを生徒が主体となって行える土台を築いた。 

 



 

〇「いじめゼロ委員会」の設置 

 上記の「いじめゼロ宣言」の採択を受けて、いじめゼロ委員会を新たに設置した。生徒会本部役

員が中心となり、生活委員長、各学年の学級委員代表が委員として参加し、定期的にいじめに関わ

る情報交換や、いじめ防止に向けた掲示物の作成など、いじめ防止にむけた活動を行っている。 

【今年度の主ないじめゼロ委員会の取組】 

・ 定例会による各学年の学校生活の情報交換 

・ 給食時の放送による、全校生徒に向けた定例会で話し合ったことの周知 

・ いじめゼロ委員会が主催した、全校生徒を対象とした人権標語コンクールの実施 

 

 

〇今後の取り組みに向けて 

 今年度は昨年度の反省を受けて、生徒が主体となっていじめ防止に向けての取組を話し合う場を

多く持つことができた。その中で、例年行っている人権標語の取組を、教師主体ではなく生徒が主

体となって取り組むことができたのは大きな成果だと感じている。いじめゼロ委員会が企画し、全

校生徒に働きかけ、集まった作品を審査し、優秀作品を作った生徒を放送で表彰したり、全校生徒

の作品を廊下掲示したりすることで互いの作品を鑑賞できる場を作った。これらの活動を通して、

自己肯定感の向上や、いじめを認めない空気を生徒自身が作ることに繋がっていると感じている。 

 今後も、いじめ防止に向けて、生徒が主体となって取り組める活動を行っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


